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り
実
効
性
を
よ
り
高
め
る
な

ど
、
引
き
続
き
中
小
企
業
の

付
加
価
値
向
上
へ
の
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

当
所
と
し
て
は
、
歴
史
と

伝
統
の
中
で
、
地
域
に
根
ざ

し
、
会
員
事
業
者
を
支
え
寄

り
添
え
る
地
域
総
合
経
済
団

体
と
し
て
、
地
域
の
多
様
な

主
体
と
の
連
携
を
深
め
、
魅

力
と
活
力
を
創
出
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
こ
の
厳
し
い

地
域
経
済
の
中
で
引
き
続
き

当
所
の
役
割
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
よ
う
、
自
ら
も
変
化

に
対
応
で
き
る
強
い
足
腰
を

鍛
え
、
積
極
的
に
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
事

業
所
の
皆
様
に
は
、
よ
り
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
益
々
の

ご
繁
栄
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
４
年

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

栃
木
商
工
会
議
所

会　

頭

荒
金　

憲
一

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
事
業
所
の
皆
様
に
は
、

令
和
６
年
辰
年
の
新
年
を
健

や
か
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
５
月
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
２
類
か
ら
５
類
に
移
行
し

て
以
降
、
通
常
生
活
に
向
け

た
動
き
が
加
速
す
る
中
で
、

地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
復
活

や
観
光
需
要
の
回
復
な
ど
、

人
流
が
活
発
化
し
、
コ
ロ
ナ

前
の
状
況
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

当
所
で
も
、
８
月
の
「
精

霊
鎮
魂
線
香
花
火
・
灯
ろ
う

流
し
」
や
「
蔵
の
街
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
タ
」、
さ
ら
に
11
月

の
「
蔵
の
街
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」
や
「
栃
木
市
の
産
業
と

物
産
展
」
な
ど
、
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
盛
大
に
開
催
で

き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
中
小
・
小
規
模
事

業
者
は
、
恒
常
的
な
人
手
不

足
や
複
合
的
要
因
に
よ
る
物

価
高
騰
の
影
響
な
ど
か
ら
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
、
加
え
て
中
東
情

勢
の
緊
迫
化
が
新
た
な
社
会

的
、
経
済
的
な
不
安
材
料
と

な
り
、
極
め
て
予
想
困
難
な

経
営
環
境
下
に
置
か
れ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
当
所
で

は
会
員
事
業
者
支
援
の
た
め

年
間
３
千
件
に
上
る
経
営
相

談
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動
の

実
施
に
よ
り
、
物
価
対
策
を

は
じ
め
地
域
振
興
策
な
ど
幅

広
い
制
度
・
施
策
の
実
現
に

繋
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
企
業
経
営
者
は
、

目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
社
会

情
勢
の
中
で
、
経
済
の
変
化

を
見
据
え
、
柔
軟
な
経
営
方

針
の
も
と
、
そ
の
状
況
に
対

応
で
き
る
変
革
力
を
持
た
な

け
れ
ば
、
こ
の
厳
し
い
社
会

環
境
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
活
力
あ
る
地
域
経

済
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め

に
は
、
私
た
ち
中
小
・
小
規

模
事
業
者
が
地
域
貢
献
、
社

会
貢
献
の
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
当
所
と
し
て
も
、
企
業

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
や

事
業
再
構
築
、
取
引
適
正
化

な
ど
付
加
価
値
の
向
上
を
通

し
た
成
長
を
支
援
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

政
府
が
掲
げ
る
「
新
し
い

資
本
主
義
」
の
推
進
に
向
け

て
は
、「
急
激
な
物
価
高
の

対
策
」「
中
小
・
小
規
模
事

業
者
の
持
続
的
な
賃
上
げ
の

実
現
」「
国
内
投
資
の
促
進
」

「
人
口
減
少
を
乗
り
越
え
、

社
会
変
革
の
推
進
」「
国
土

強
靭
化
な
ど
国
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
」
な
ど
へ
の
取

り
組
み
が
今
後
重
点
的
に
進

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

特
に
賃
上
げ
に
つ
い
て
は
、

実
現
す
る
た
め
の
事
業
環
境

を
構
築
で
き
る
か
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
商
工

会
議
所
を
は
じ
め
経
済
三
団

体
が
強
く
推
進
す
る
「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」

に
つ
い
て
、
官
民
一
体
と
な

今月のトピックス

８
Ｐ　

決
算
書
・
確
定
申
告
書
作
成
相
談
会
の
ご
案
内

９
Ｐ　

栃
木
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
デ
ジ
タ
ル
版
）

　
　
　

掲
載
企
業
の
募
集

　
　
　

第
17
回
あ
そ
雛
ま
つ
り
の
ご
案
内

10
Ｐ　

電
子
帳
簿
保
存
法
「
電
子
取
引
」
の
ご
案
内

11
Ｐ　

栃
木
税
務
署
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
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謹
賀
新
年
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

（
敬
称
略
）

会　
　

頭

副　
会　
頭

専
務
理
事

荒
　
金
　
憲
　
一

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱　

取
締
役
会
長

松
　
本
　

　
稔

松
金
化
学
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

五
　
味
　
栄
　
一

㈱
み
ず
ほ
銀
行
栃
木
支
店　

支
店
長

横
　
山
　
順
　
一

㈱
足
利
銀
行
栃
木
支
店　

理
事
支
店
長

伏
　
木
　
昌
　
人

栃
木
信
用
金
庫　

理
事
長

福
　
田
　
昌
　
弘

日
ノ
出
印
刷
㈱　

代
表
取
締
役

平
　
野
　
和
　
正

㈱
正
和　

代
表
取
締
役
社
長

横
　
地
　
克
　
孝

㈱
栃
木
こ
す
も
す　

代
表
取
締
役

松
　
倉
　
敬
　
士

栃
木
乳
業
㈱　

代
表
取
締
役

青
　
木
　
紀
　
郎

栃
木
ア
ン
カ
ー
工
業
㈱　

取
締
役
副
社
長

小
　
池
　
雅
　
弘

㈱
ス
ク
ラ
ム
フ
ー
ズ　

代
表
取
締
役

茂
　
木
　
広
　
至

茂
木
機
工
㈱　

代
表
取
締
役

渡
　
邊
　
嘉
　
一

ワ
タ
レ
イ
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

長
　
澤
　
厚
　
史

㈲
ナ
ガ
サ
ワ　

代
表
取
締
役

小
　
藤
　
有
　
彦

㈱
小
藤
製
作
所　

代
表
取
締
役

田
　
島
　

　
大

栃
木
市
商
店
会
連
合
会　

会
長

栁
　
川
　
延
　
夫

栃
木
ガ
ス
㈱　

取
締
役
社
長

山
　
口
　

　
輝

滝
沢
ハ
ム
㈱　

常
務
取
締
役
管
理
本
部
長

片
　
柳
　

　
均

㈱
セ
レ
モ
ー
ル　

取
締
役
会
長

若
　
菜
　
秀
　
夫

㈱
ア
ス
ワ
ン　

代
表
取
締
役
会
長

小
野
口
　
美
　
治

小
野
口
商
事
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

膝
　
附
　
武
　
男

ひ
ざ
つ
き
製
菓
㈱　

代
表
取
締
役

佐
　
山
　
謙
　
三

㈱
佐
山　

代
表
取
締
役
社
長

國
　
保
　
能
　
克

栃
木
商
工
会
議
所

常　
議　
員

津
布
久
　

　
茂

㈱
ニ
ッ
コ
ー
ク
リ
エ
ー
ト　

代
表
取
締
役
会
長

小
　
又
　
正
　
和

小
又
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

議　
　

員

塚
　
田
　
和
　
克

㈱
ツ
カ
ダ　

代
表
取
締
役

大
阿
久
　
岩
　
人

㈱
柏
倉
温
泉
太
子
館　

会
長

若
　
林
　
芳
　
明

栃
木
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
㈱　

取
締
役
会
長

大
　
澤
　
光
　
司

㈱
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
リ
ー
ン　

代
表
取
締
役

柏
　
﨑
　
和
　
己

㈲
栃
木
地
区
浄
化
槽
公
社　

代
表
取
締
役

猿
　
山
　

　
貴

岡
田
石
灰
工
業
㈱　

常
務
取
締
役

岩
　
下
　
和
　
了

岩
下
食
品
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

森
　
戸
　
忠
　
広

森
戸
運
送
㈲　

代
表
取
締
役

寺
　
内
　
治
　
雄

㈱
共
同
プ
ロ
保
険
事
務
所　

代
表
取
締
役
会
長

森
　
川
　

　
武

㈲
森
川
自
動
車　

会
長

福
　
富
　
正
　
浩

福
富
税
務
会
計
事
務
所　

所
長
税
理
士
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特
別
顧
問

顧　
　

問

相　
談　
役

大
　
川
　
吉
　
弘

元
会
頭

大
　
川
　
秀
　
子

栃
木
市
長

田
　
村
　
佐
　
重

元
副
会
頭

笠
　
原
　
孝
　
之

元
副
会
頭

大
　
木
　

　
和

元
副
会
頭

小
田
垣
　
俊
　
郎

元
副
会
頭

落
　
合
　
希
　
好

落
合
産
業
㈱　

代
表
取
締
役

毛
　
塚
　
敏
　
郎

㈱
毛
塚
紙
店　

代
表
取
締
役

斎
　
藤
　
卓
　
司

ジ
ャ
パ
ン
ソ
ル
ト
㈱　

常
務
取
締
役

須
　
田
　
尚
　
男

須
田
商
事
㈱　

代
表
取
締
役

谷
　
中
　
俊
太
郎

大
正
紙
器
㈱　

代
表
取
締
役

田
　
村
　
義
　
弘

㈲
田
村
自
動
車
整
備
工
場　

代
表
取
締
役

松
　
本
　
篤
　
哉

両
毛
印
刷
㈱　

代
表
取
締
役

西
　
畑
　
圭
　
樹

㈱
西
畑
建
材
店　

代
表
取
締
役

川
　
嶋
　
幸
　
雄

㈱
タ
ス
ク　

名
誉
会
長

遅
　
澤
　
敦
　
史

栃
木
レ
ザ
ー
㈱　

代
表
取
締
役

市
　
本
　
和
　
久

㈱
関
東
エ
コ
リ
サ
イ
ク
ル　

代
表
取
締
役
社
長

圓
　
城
　
裕
　
和

日
立
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

プ
ロ
ダ
ク
ト
人
事
部
長

原
　

　
裕
　
一

サ
ン
ト
リ
ー
㈱
梓
の
森
工
場　

工
場
長

坂
　
本
　
和
　
則

坂
本
産
業
㈱　

代
表
取
締
役

中
　
島
　
喜
代
典

丸
三
産
業
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

別
　
井
　
秀
　
一

㈱
別
井
商
店　

代
表
取
締
役

板
　
倉
　
政
　
幸

㈱
板
倉
製
作
所　

代
表
取
締
役

岡
　
部
　
一
　
法

㈱
上
原
園　

代
表
取
締
役
社
長

山
　
口
　
真
　
右

栃
木
木
材
㈿　

代
表
理
事

茂
　
呂
　
彰
　
裕

金
朝
商
事
㈱　

代
表
取
締
役

宇
　
野
　
匡
　
克

㈱
栃
木
銀
行
栃
木
支
店　

支
店
長

橳
　
島
　
紀
　
彦

㈱
群
馬
銀
行
栃
木
支
店　

支
店
長

議　
　

員

八
木
原
　
清
　
二

㈱
ア
サ
ヒ
ド
ー　

専
務
取
締
役

小
　
島
　
峰
　
夫

栃
木
陶
器
瓦
㈱　

代
表
取
締
役

佐
々
木
　

　
浩

栃
木
冷
暖
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

小
　
林
　
雄
　
一

㈱
小
林
縫
製
工
業　

代
表
取
締
役
社
長

関
　
口
　
佳
　
市

関
口
商
事
㈱　

代
表
取
締
役
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

田
名
網
　
文
　
男

㈱
明
治
フ
ー
ド　

代
表
取
締
役

荒
　
川
　
光
　
男

㈱
荒
川
建
設　

代
表
取
締
役

古
　
谷
　
清
　
岳

舘
野
建
設
㈱　

代
表
取
締
役
会
長

癸
生
川
　
照
　
男

㈱
栃
木
県
南
自
動
車
学
校　

代
表
取
締
役
社
長

伊
　
藤
　
和
　
博

伊
藤
電
機
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

大
　
木
　

　
敬

㈱
大
木
組　

代
表
取
締
役
社
長

監　
　

事

嶋
　
田
　
完
　
治

シ
マ
ダ
㈱　

代
表
取
締
役

藤
　
沼
　
康
　
雄

関
東
信
越
税
理
士
会
栃
木
支
部　

相
談
役

田
　
邉
　
勇
　
輝

タ
ナ
ベ
労
務
管
理
事
務
所　

代
表
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
の
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

時
代
の
転
換
を
図
る
チ
ャ
ン

ス
の
年
に

さ
て
、
昨
年
の
経
済
社
会

情
勢
は
、
内
外
と
も
に
不
透

明
さ
と
緊
迫
の
度
が
増
し
た

１
年
で
あ
り
ま
し
た
。
世
界

で
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
に
加
え
、

中
台
間
の
緊
張
、
イ
ス
ラ
エ

ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
武
装
勢
力

間
の
衝
突
も
深
刻
化
す
る
な

ど
地
政
学
リ
ス
ク
が
増
大
す

る
１
年
と
な
り
、
国
内
で
は

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
緩
や
か

に
景
気
が
回
復
す
る
も
の
の
、

１
ド
ル=

150
円
前
後
の
歴

史
的
水
準
に
達
し
た
円
安
や

41
年
ぶ
り
の
上
昇
率
を
記
録

し
た
消
費
者
物
価
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
の
影
響
、

深
刻
さ
を
増
す
人
手
不
足
な

ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
本
年
も
、

先
行
き
不
透
明
な
状
況
が
続

く
こ
と
は
一
定
程
度
覚
悟
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り

越
え
、
社
会
経
済
活
動
の
正

常
化
が
加
速
し
た
こ
と
で
、

設
備
投
資
意
欲
が
顕
在
化
し
、

約
30
年
ぶ
り
の
高
い
賃
上
げ

が
実
現
さ
れ
る
な
ど
、
時
代

の
転
換
が
萌
芽
し
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
デ
フ
レ
経
済
か
ら

の
完
全
脱
却
、
成
長
と
分
配

に
よ
る
経
済
好
循
環
を
実
現

し
て
い
く
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

政
府
に
お
か
れ
て
は
、
岸

田
内
閣
が
掲
げ
る
「
新
し
い

資
本
主
義
」
の
成
長
戦
略
を

確
実
か
つ
速
や
か
に
実
行
に

移
す
こ
と
で
、
生
産
性
向
上

に
裏
付
け
さ
れ
た
モ
デ
レ
ー

ト
な
物
価
上
昇
、
構
造
的
な

賃
金
上
昇
を
実
現
し
、
持
続

的
な
成
長
型
経
済
へ
の
転
換

を
果
た
し
て
い
く
べ
き
で
あ

り
ま
す
。
短
期
的
利
益
に
拘

泥
す
る
こ
と
な
く
、
中
長
期

の
安
定
的
経
済
発
展
の
た
め

の
「
攻
め
の
経
済
」、
す
な

わ
ち
成
長
基
盤
の
強
化
に
寄

与
す
る
政
策
に
国
家
資
源
を

集
中
し
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
を
勝

ち
抜
く
足
腰
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

昨
年
の
総
合
経
済
対
策
で
は
、

中
小
企
業
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

支
援
す
る
方
針
が
明
確
に
示

さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
や

物
価
高
対
策
に
加
え
て
、
潜

在
成
長
率
の
底
上
げ
に
資
す

る
対
策
も
多
く
打
ち
出
さ
れ

ま
し
た
。
あ
と
は
実
行
あ
る

の
み
で
す
。

「
停
滞
」
か
ら
「
成
長
」
へ

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
わ

れ
わ
れ
民
間
も
政
府
に
環
境

整
備
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、

「
停
滞
」
か
ら
「
成
長
」
へ

と
マ
イ
ン
ド
を
切
り
替
え
る

と
と
も
に
、
時
代
の
大
き
な

変
化
を
的
確
に
捉
え
、
自
己

変
革
に
挑
戦
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
創
意
工

夫
に
知
恵
を
絞
り
、
絶
え
ざ

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
事
業

の
再
生
、
再
構
築
に
ま
い
進

し
、
人
や
設
備
へ
の
投
資
を

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
、
経

済
全
体
と
し
て
の
新
た
な
雇

用
の
拡
大
、
賃
金
増
、
さ
ら

な
る
需
要
増
と
い
っ
た
好
循

環
を
産
み
出
す
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
原
材

料
や
光
熱
費
、
労
務
費
な
ど

の
原
価
を
吸
収
し
、
適
正
な

利
益
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

「
取
引
価
格
の
適
正
化
」
が

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
引
き

続
き
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
築
宣
言
」
の
実
効
性
向

上
に
向
け
、
価
格
協
議
・
価

格
転
嫁
が
商
習
慣
と
し
て
定

着
す
る
よ
う
、
わ
れ
わ
れ
と

し
て
も
粘
り
強
く
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

125
万
会
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

力
を
生
か
す

　

日
商
会
頭
に
就
任
し
、
１

年
と
２
カ
月
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
副
会
頭
11
商

工
会
議
所
を
訪
問
す
る
と
と

も
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
総
会

や
青
年
部
、
女
性
会
の
全
国

大
会
に
も
参
加
し
、
地
域
の

第
一
線
で
活
動
さ
れ
て
い
る

会
員
事
業
者
の
皆
さ
ま
と
意

見
交
換
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、

多
く
の
示
唆
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
６
月
に
日
韓
商

工
会
議
所
首
脳
会
議
を
開
催

し
、
10
月
に
は
、
４
年
ぶ
り

と
な
る
経
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

率
い
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ

レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

を
訪
問
し
、
民
間
経
済
外
交

を
本
格
的
に
再
開
し
て
い
ま

す
。「
原
点
は
対
話
で
あ
る
」

が
私
の
信
条
で
あ
り
、
本
年

も
可
能
な
限
り
各
地
を
訪
問

し
、
国
内
外
の
皆
さ
ま
と
の

対
話
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

経
営
指
導
員
な
ど
現
場
に
よ

り
近
い
方
々
の
声
も
踏
ま
え
、

活
動
の
軸
で
あ
る
「
現
場
主

義
」「
双
方
向
主
義
」
を
実

践
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
商
工
会
議
所
の

最
大
の
強
み
は
、
全
国
515
商

工
会
議
所
125
万
会
員
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
中
小
企

業
が
直
面
す
る
課
題
が
複
雑

化
す
る
中
、
こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
力
を
最
大
限
に
生
か

し
た
行
動
が
必
要
で
す
。
２

０
２
５
年
に
は
大
阪
・
関
西

万
博
が
控
え
て
お
り
、
地
域

の
多
様
な
主
体
の
連
携
拠
点

と
し
て
、
全
国
的
な
機
運
の

醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
を
新
た
な

成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
動
き

を
強
力
に
後
押
し
し
て
ま
い

り
ま
す
。
本
年
も
「
地
域
と

と
も
に
、
未
来
を
創
る
」
理

念
の
も
と
、
地
域
経
済
が
再

び
成
長
と
分
配
の
好
循
環
や

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
、

515
商
工
会
議
所
の
総
力
を
結

集
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
４
年
年
頭
所
感

日
本
商
工
会
議
所

会
頭

小　

林　
　
　

健
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商
工
会
議
所
会
員
の
皆

様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
当

た
り
ま
し
て
、
私
の
所
信
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
知
事
５
期
目
の

任
期
の
仕
上
げ
の
年
と
な
り

ま
す
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
、

自
然
、
歴
史
、
文
化
な
ど
、

栃
木
県
が
有
す
る
多
彩
な

「
本
物
」
を
磨
き
上
げ
て
参

り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
県

民
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、

国
内
外
か
ら
「
選
ば
れ
る
と

ち
ぎ
」
の
実
現
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
栃
木
県

誕
生
150
年
の
節
目
で
あ
り
、

ま
た
、
我
が
国
で
初
め
て
と

な
る
Ｇ
７
男
女
共
同
参
画
・

女
性
活
躍
担
当
大
臣
会
合
が

本
県
で
開
催
さ
れ
、
記
念
す

べ
き
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

各
国
代
表
団
の
皆
様
に
は
、

本
県
の
誇
る
「
本
物
」
と
、

地
元
の
皆
様
の
温
か
い
お
も

て
な
し
に
対
し
、
高
い
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
大
臣
会
合
の
開
催
を
契

機
と
し
た
男
女
共
同
参
画
に

対
す
る
関
心
の
高
ま
り
を
生

か
し
な
が
ら
、
社
会
全
体
の

機
運
醸
成
を
図
る
と
と
も

に
、
女
性
の
経
済
的
自
立
な

ど
の
課
題
解
決
に
向
け
た
施

策
を
展
開
し
、
女
性
活
躍
を

一
層
推
進
し
て
参
る
考
え
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
期
間
の
４
年

目
と
な
る
栃
木
県
重
点
戦
略

「
と
ち
ぎ
未
来
創
造
プ
ラ
ン
」

に
掲
げ
た
本
県
の
将
来
像

「
人
が
育
ち
、
地
域
が
活
き

る　

未
来
に
誇
れ
る
元
気
な

〝
と
ち
ぎ
〞
」
の
実
現
に
向

け
ま
し
て
、
人
口
減
少
問
題

の
克
服
と
地
域
の
活
力
維
持

を
目
指
す
「
と
ち
ぎ
創
生
15

戦
略
（
第
２
期
）」
と
相
互

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
プ

ラ
ン
に
掲
げ
た
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
着
実
に
展
開
し
て
参

り
ま
す
。

　

特
に
、
喫
緊
か
つ
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
出
生
数

の
減
少
や
合
計
特
殊
出
生
率

の
低
迷
な
ど
、
深
刻
さ
を
増

す
少
子
化
へ
の
対
応
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
８
月
に
、

本
県
と
し
て
取
り
組
む
べ
き

施
策
と
し
て
「
と
ち
ぎ
少
子

化
対
策
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
と
り
ま
と
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
国

の
施
策
に
も
呼
応
し
な
が

ら
、
結
婚
、
妊
娠
・
出
産
、

子
育
て
の
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
な
い
支

援
に
全
力
を
尽
く
し
て
参
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
長
期
に
わ
た
り

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た

県
内
経
済
の
回
復
を
確
か
な

も
の
と
し
、
持
続
的
発
展
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
積
極

的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
よ

る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
ほ
か
、
全
て
の
県
民
が
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
る

恩
恵
を
享
受
し
、
便
利
で
快

適
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
形
成
を
目
指

す
と
と
も
に
、
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
向
け
て
、
脱
炭
素
化

の
取
組
を
オ
ー
ル
栃
木
体
制

で
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
県
立
美
術
館
、

図
書
館
及
び
文
書
館
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
、「
文
化

と
知
」
の
創
造
拠
点
と
し
て

一
体
的
に
整
備
す
る
構
想
の

策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
新
た
な
施
設
が
本

県
の
文
化
振
興
の
中
核
と
し

て
、
長
く
県
民
に
愛
さ
れ
、

誇
り
に
思
え
る
も
の
と
な
る

よ
う
、
引
き
続
き
、
丁
寧
に

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

時
代
が
大
き
く
変
化
す
る

今
、
そ
の
潮
流
を
し
っ
か
り

と
捉
え
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
な
が
ら
、
未
来
志
向

で
「
新
し
い
と
ち
ぎ
」
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
県
民
の
皆
様
の
よ
り

一
層
の
御
理
解
と
御
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素

晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

令
和
６(

２
０
２
４)

年　

新
年
知
事
あ
い
さ
つ

栃
木
県
知
事福　

田　

富　

一

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
５
類
感
染
症
へ
の

移
行
に
伴
い
、
日
常
生
活
や

ビ
ジ
ネ
ス
活
動
の
正
常
化
が

進
み
、
企
業
の
売
上
は
コ
ロ

ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

の
高
騰
等
に
よ
る
コ
ス
ト
増

は
今
な
お
続
い
て
お
り
、
加

え
て
、
未
曾
有
の
人
手
不
足

の
中
で
、
多
く
の
中
小
企
業

は
人
材
確
保
・
定
着
に
向
け

て
、
収
益
が
伴
わ
な
い
中
で

も
防
衛
的
な
賃
上
げ
に
取
り

組
む
等
、
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
昨

年
９
月
に
は
適
正
な
価
格
転

嫁
な
ど
を
推
進
し
、
賃
上
げ

の
社
会
的
な
要
請
に
応
え
る

た
め
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

構
築
宣
言
の
推
進
と
適
正
な

価
格
転
嫁
の
実
現
に
向
け
た

と
ち
ぎ
共
同
宣
言
」
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
の
登
録
企
業
を
増
や
し
、

経
済
の
成
長
と
分
配
の
好
循

環
に
向
け
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
成
長
し
て

い
け
る
よ
う
、
栃
木
県
、
県

内
経
済
団
体
、
労
働
団
体
等

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
、
日
本
商
工
会
議

所
第
13
代
会
頭
の
永
野
重
雄

（
な
が
の
し
げ
お
）
氏
は
、

小
さ
い
石
、大
き
い
石
、様
々

な
石
が
巧
み
に
絡
み
合
っ
て

隙
間
を
埋
め
、
強
固
な
礎
を

築
い
て
い
る
「
石
垣
」
を
中

小
企
業
と
大
企
業
が
そ
れ
ぞ

れ
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら

共
存
共
栄
し
て
い
く
姿
に
例

え
た
日
本
経
済
石
垣
論
を
唱

え
ま
し
た
。
正
に
経
済
停
滞

か
ら
成
長
へ
の
転
換
期
を
迎

え
た
今
こ
そ
、
地
域
企
業
は

自
ら
変
革
に
挑
み
、
新
た
な

成
長
に
向
か
っ
て
地
域
の
活

令
和
６
年
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

(

一
社)

栃
木
県
商
工
会
議
所
連
合
会

藤　

井　

昌　

一

会
長

力
の
維
持
強
化
に
努
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
７
月
に
は
商

工
会
議
所
の
創
設
者
（
東
京

商
工
会
議
所
初
代
会
頭
）
で

あ
り
ま
す
渋
沢
栄
一
翁
が
、

新
１
万
円
札
の
肖
像
画
と
な

り
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
渋
沢
翁
の
「
逆
境

の
時
こ
そ
、
力
を
尽
く
す
」

と
い
う
信
念
に
学
び
、
地
域

企
業
の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た

経
営
支
援
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
は
も
と
よ
り
、
変
化
の

激
し
い
社
会
情
勢
を
見
極
め

な
が
ら
、
各
地
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
経
営
者
の
生
の
声
を
よ

り
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、

国
や
県
、
関
係
機
関
等
に
届

け
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
支

援
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
御
健
勝

と
企
業
の
御
発
展
、
そ
し
て

令
和
６
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
５
類
感
染
症
へ
の

移
行
に
伴
い
、
日
常
生
活
や

ビ
ジ
ネ
ス
活
動
の
正
常
化
が

進
み
、
企
業
の
売
上
は
コ
ロ

ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

の
高
騰
等
に
よ
る
コ
ス
ト
増

は
今
な
お
続
い
て
お
り
、
加

え
て
、
未
曾
有
の
人
手
不
足

の
中
で
、
多
く
の
中
小
企
業

は
人
材
確
保
・
定
着
に
向
け

て
、
収
益
が
伴
わ
な
い
中
で

も
防
衛
的
な
賃
上
げ
に
取
り

組
む
等
、
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
昨

年
９
月
に
は
適
正
な
価
格
転

嫁
な
ど
を
推
進
し
、
賃
上
げ

の
社
会
的
な
要
請
に
応
え
る

た
め
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

構
築
宣
言
の
推
進
と
適
正
な

価
格
転
嫁
の
実
現
に
向
け
た

と
ち
ぎ
共
同
宣
言
」
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
の
登
録
企
業
を
増
や
し
、

経
済
の
成
長
と
分
配
の
好
循

環
に
向
け
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
成
長
し
て

い
け
る
よ
う
、
栃
木
県
、
県

内
経
済
団
体
、
労
働
団
体
等

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
、
日
本
商
工
会
議

所
第
13
代
会
頭
の
永
野
重
雄

（
な
が
の
し
げ
お
）
氏
は
、

小
さ
い
石
、大
き
い
石
、様
々

な
石
が
巧
み
に
絡
み
合
っ
て

隙
間
を
埋
め
、
強
固
な
礎
を

築
い
て
い
る
「
石
垣
」
を
中

小
企
業
と
大
企
業
が
そ
れ
ぞ

れ
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら

共
存
共
栄
し
て
い
く
姿
に
例

え
た
日
本
経
済
石
垣
論
を
唱

え
ま
し
た
。
正
に
経
済
停
滞

か
ら
成
長
へ
の
転
換
期
を
迎

え
た
今
こ
そ
、
地
域
企
業
は

自
ら
変
革
に
挑
み
、
新
た
な

成
長
に
向
か
っ
て
地
域
の
活

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

栃
木
商
工
会
議
所
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
５
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
法
上
の
位

置
づ
け
が
５
類
へ
引
き
下
げ

ら
れ
、
景
気
浮
揚
へ
の
期
待

感
が
高
ま
り
ま
し
た
が
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等

を
背
景
と
し
た
原
油
価
格
や

物
価
の
高
騰
が
消
費
拡
大
に

水
を
差
す
形
と
な
っ
た
１
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

明
治
６
年
に
栃
木
県
が
誕
生

し
て
か
ら
150
年
を
迎
え
る
節

目
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

本
市
は
最
初
の
県
庁
が
置
か

れ
た
〝
栃
木
県
誕
生
の
地
〞

力
の
維
持
強
化
に
努
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
７
月
に
は
商

工
会
議
所
の
創
設
者
（
東
京

商
工
会
議
所
初
代
会
頭
）
で

あ
り
ま
す
渋
沢
栄
一
翁
が
、

新
１
万
円
札
の
肖
像
画
と
な

り
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
渋
沢
翁
の
「
逆
境

の
時
こ
そ
、
力
を
尽
く
す
」

と
い
う
信
念
に
学
び
、
地
域

企
業
の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た

経
営
支
援
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
は
も
と
よ
り
、
変
化
の

激
し
い
社
会
情
勢
を
見
極
め

な
が
ら
、
各
地
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
経
営
者
の
生
の
声
を
よ

り
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、

国
や
県
、
関
係
機
関
等
に
届

け
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
支

援
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
御
健
勝

と
企
業
の
御
発
展
、
そ
し
て

令
和
６
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

で
あ
り
ま
し
て
、
県
庁
堀
を

始
め
と
す
る
数
多
く
の
史
跡

が
現
存
し
て
お
り
、
そ
の
発

祥
地
と
し
て
相
応
し
い
様
々

な
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
市
外
か
ら
も
多
く
の
お

客
様
を
お
迎
え
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
４
月
に
は
第
２
次

栃
木
市
総
合
計
画
が
ス
タ
ー

ト
し
、「
豊
か
な
自
然
と
共

生
し
優
し
さ
と
強
さ
が
調

和
し
た
活
力
あ
る
栃
木
市
」

を
将
来
都
市
像
に
掲
げ
、
総

合
的
か
つ
体
系
的
に
定
め
た

分
野
別
目
標
の
実
現
に
向
け

て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
９
月
に
は
「
都

賀
西
方
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
」
の
開
通
や
水
害

被
害
の
軽
減
を
図
る
「
巴
波

川
地
下
捷
水
路
本
体
工
事
」

の
着
工
、「
消
防
本
部
新
庁

舎
」
の
部
分
供
用
開
始
に
加

え
、
10
月
に
は
新
斎
場”

あ

じ
さ
い
の
杜”
も
供
用
を
開

始
し
、
こ
れ
ま
で
の
着
実
な

歩
み
が
成
果
と
な
っ
て
表
れ

た
１
年
で
あ
っ
た
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
会
員
企
業
の
皆

様
に
と
り
ま
し
て
、
活
力
に

満
ち
た
豊
か
な
１
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地

域
内
経
済
循
環
の
促
進
が
重

要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
市

に
お
き
ま
し
て
も
物
価
高
騰

対
策
を
始
め
、
国
・
県
・
栃

木
商
工
会
議
所
様
と
の
連
携

を
密
に
図
り
な
が
ら
、
事
業

者
・
消
費
者
の
双
方
に
寄
り

添
っ
た
施
策
を
講
じ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
巴
波
川
及

び
永
野
川
流
域
の
調
節
池
や

田
ん
ぼ
ダ
ム
の
着
実
な
整
備

を
通
じ
て
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
４
月
に
は
妊
産
婦
・
子

ど
も
・
子
育
て
世
帯
へ
の
一

体
的
な
支
援
を
行
う
拠
点
と

し
て
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
、
人
口
減

少
や
少
子
化
対
策
へ
の
取
組

み
も
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

最
後
に
、本
年
11
月
に
は
、

と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
多
く

の
お
客
様
を
お
迎
え
し
、
活

気
と
賑
わ
い
に
溢
れ
、
皆
様

の
心
に
残
る
素
敵
な
催
し
と

な
り
ま
す
よ
う
、
栃
木
商
工

会
議
所
の
会
員
の
皆
様
方
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
６
年
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

栃
木
市
長

大　

川　

秀　

子

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
、
甲
辰
（
き
の

え
た
つ
）
も
幕
が
開
け
、
私

も
本
年
、
年
男
、
還
暦
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

論
語
で
は
、40
歳
を「
不
惑
」、

50
歳
「
知
命
」、60
歳
で
「
耳

順
」
と
称
し
て
い
ま
す
。
60

歳
に
な
る
と
他
人
の
意
見
に

反
発
せ
ず
、
素
直
に
耳
を
傾

け
ら
れ
る
と
い
う
意
味
だ
そ

う
で
す
。
私
も
、
何
事
に
も

自
己
本
位
に
な
ら
ず
、
多
く

の
知
人
、
友
人
の
方
々
の
意

見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
自

ら
が
よ
り
良
い
方
向
に
進
ん

で
い
け
る
よ
う
、事
業
に
も
、

人
生
に
も
真
摯
に
向
き
合
っ

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
畢
竟
、
人
は
人
と
の
結

び
付
き
、
絆
が
、
大
切
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。
本
年
は
、

会
員
の
諸
先
輩
、
友
人
の

方
々
と
の
結
び
付
き
を
今
ま

で
以
上
に
深
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
、
会
員

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
更

な
る
輝
け
る
一
年
に
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

㈲
ナ
ガ
サ
ワ　

代
表
取
締
役

長　

澤　

厚　

史

辰
年

辰
年
議
員
さ
ん
よ
り
新
年
の
ご
挨
拶

辰
年
議
員
さ
ん
よ
り
新
年
の
ご
挨
拶

辰
年
生
ま
れ
の
議
員
さ
ん
に

　
　
　
新
年
の
ご
挨
拶
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

辰
年
生
ま
れ
の
議
員
さ
ん
に

　
　
　
新
年
の
ご
挨
拶
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
５
類
に
移
行
さ

れ
、
人
々
の
活
動
が
活
発
に

な
り
明
る
い
兆
し
を
も
た
ら

し
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
長
引
く
ウ
ク
ラ
イ

ナ
紛
争
や
新
た
に
勃
発
し
た

イ
ス
ラ
エ
ル
の
紛
争
の
影
響

で
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
が
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
は

判
断
で
き
な
い
大
き
な
時
流

の
変
革
期
に
突
入
し
た
よ
う

に
思
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
流
の
中
、

当
商
工
会
議
所
の
基
本
理
念

に
基
づ
く
諸
事
業
を
と
お
し

て
、
活
気
あ
ふ
れ
る
事
業
所

づ
く
り
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
街

づ
く
り
に
微
力
な
が
ら
取
り

組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
ご
指
導
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
あ
た
り
ま
し
て
、
本

年
が
会
員
皆
様
に
と
っ
て
更

な
る
発
展
を
し
て
、
幸
福
で

満
足
い
く
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

㈱
小
藤
製
作
所　

代
表
取
締
役

小　

藤　

有　

彦

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
末
ま
で
に
総
務
組
織

委
員
会
に
お
い
て
創
立
130
周

年
記
念
の
幾
つ
か
の
事
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
多
く
の

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
私
も
本
年

を
も
ち
ま
し
て
６
回
目
の
辰

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

長
寿
に
な
れ
た
こ
と
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。
自
然
環
境
に

よ
る
被
害
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
が
続
く
な
か
、
葬
儀
の
形

態
も
大
き
く
変
化
致
し
ま
し

た
。
し
か
し
逝
く
人
に
対
す

る
思
い
は
ど
ち
ら
の
御
家
庭

で
も
同
じ
事
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
家
族
の
歴

史
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
の

自
ら
の
歴
史
を
作
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
も
生
き
続
け
る
事
を
目

指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、

会
員
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご

多
幸
と
、
ご
健
勝
に
て
の
ご

活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
本
年
も
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

㈱
セ
レ
モ
ー
ル　

取
締
役
会
長

片　

柳　
　
　

均

　

12
月
８
日
、
市
内
に
お
い

て
、
常
議
員
会
・
臨
時
議
員

総
会
を
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
荒
金
会
頭
よ

り
「
地
域
の
中
小
・
小
規
模

事
業
者
は
、
人
手
不
足
や
物

価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
会

員
に
寄
り
添
い
、
き
め
細
や

か
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま

い
る
の
で
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
挨
拶
。

　

そ
の
後
議
事
に
入
り
、
報

告
事
項
で
は
、
議
員
職
務
執

行
者
の
変
更
、
６
つ
の
委
員

会
の
事
業
報
告
、
議
員
幹
事

団
か
ら
の
活
動
と
事
業
の
報

告
が
さ
れ
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
議
案
審

議
で
は
、
令
和
５
年
度
新
入

会
員
の
入
会
承
認
、
倫
理
委

員
会
設
置
規
程
の
一
部
改

正
、
令
和
５
年
度
優
良
従
業

員
表
彰
者
承
認
の
３
つ
の
議

案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
原

案
の
通
り
承
認
可
決
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
開
催
し
た

議
員
懇
親
会
で
は
、
第
137
回

日
本
商
工
会
議
所
通
常
会
員

総
会
に
お
い
て
、
22
年
の
永

き
に
亘
り
役
員
・
議
員
と
し

て
尽
力
さ
れ
た
嶋
田
監
事
が

表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
伝
達
が
行
わ
れ

た
。
さ
ら
に
、
㈱
日
本
政
策

金
融
公
庫
よ
り
、
昭
和
48
年

の
マ
ル
経
制
度
の
発
足
当
初

よ
り
、
普
及
と
推
進
に
貢
献

し
た
と
し
て
、
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度

創
設
50
周
年
功
労
感
謝
状
が

荒
金
会
頭
に
贈
呈
さ
れ
た
。

　

今
回
の
議
員
懇
親
会
に
参

加
し
た
役
員
・
議
員
は
、
互

い
に
１
年
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
、
新
年
へ
の
さ
ら
な
る
飛

躍
を
誓
い
、
親
睦
を
深
め
る

会
と
な
っ
て
い
た
。

常
議
員
会
・
臨
時
議
員
総
会
を
開
催

常
議
員
会
・
臨
時
議
員
総
会
を
開
催臨時議員総会開催風景

マル経制度感謝状贈呈
（中央：㈱日本政策金融公庫佐野支店永沼支店長）
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12
月
５
日
、
当
所
に
お
い

て
、
「
日
常
業
務
の
管
理
」

勉
強
会
（(

公
財)

栃
木
県
南

地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

主
催
・
当
所
共
催
）
を
開
催

し
た
。
本
勉
強
会
は
、
業
務

の
中
で
発
生
し
て
い
る
身
近

な
問
題
に
注
目
し
、
そ
の
問

題
解
決
の
手
順
を
学
び
、
実

践
的
な
知
識
と
し
て
習
得
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
。

　

講
師
に
は
、
同
セ
ン
タ
ー

も
の
づ
く
り
企
業
支
援
登
録

指
導
員
で
あ
る
中
村
昌
民
氏

を
迎
え
開
催
し
、
５
社
７
名

が
参
加
し
た
。

　

仕
事
の
進
め
方
の
基
本
要

素
や
管
理
者
に
必
要
な
能
力

の
解
説
に
加
え
、
問
題
事
例

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
今
後
の
実
務
に
取
り

入
れ
活
か
せ
る
勉
強
会
と

な
っ
た
。

　

12
月
13
日
、
サ
ー
ビ
ス
部

会
主
催
の
経
済
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
'23
年
の

日
本
経
済
・
地
域
経
済
を
振

り
返
り
、
'24
年
へ
の
展
望
を

図
る
こ
と
で
今
後
の
企
業
経

営
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
た
も
の
。

　

講
師
に
は
、
㈱
あ
し
ぎ
ん

総
合
研
究
所　

地
域
開
発
事

業
部
上
席
研
究
員
の
佐
藤
和

寿
氏
を
迎
え
、
30
名
が
参
加

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
経
済
へ
の
影
響

が
落
ち
着
き
を
見
せ
る
一
方

で
、
物
価
高
騰
に
よ
る
経
営

へ
の
負
担
増
や
人
材
不
足

等
、
不
確
実
性
が
高
く
先
行

き
が
見
通
せ
な
い
状
況
の
中

で
、
今
後
は
、
業
務
の
効
率

化
や
価
格
転
嫁
が
よ
り
必
要

に
な
る
と
講
話
さ
れ
た
。

　

12
月
14
日
、
建
設
部
会
視

察
研
修
会
を
開
催
し
、
出
席

者
14
名
の
も
と
、
コ
マ
ツ
Ｉ

Ｏ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
東
京
（
千
葉

県
千
葉
市
美
浜
区
）
を
視
察

し
た
。

　

当
部
会
で
は
、
今
後
必
要

性
が
高
ま
る
建
設
現
場
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
取
組
み
に
焦
点

を
あ
て
活
動
を
し
て
い
る
。

今
回
の
研
修
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建

機
の
実
用
性
を
確
か
め
る
た

め
に
開
催
し
た
も
の
。

　

見
学
施
設
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

建
機
の
性
能
や
特
徴
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
後
、実
際
に

施
工
す
る
様
子
や
、
試
乗
体

験
に
よ
り
、優
れ
た
操
作
性
を

実
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
回
の
視
察
は
、
安
全
面

や
業
務
効
率
化
等
、
建
設
現

場
で
の
課
題
解
決
に
向
け

た
、
非
常
に
有
意
義
な
研
修

と
な
っ
た
。

サ
ー
ビ
ス
部
会

経
済
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

サ
ー
ビ
ス
部
会

経
済
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

建
設
部
会

視
察
研
修
会
開
催

小
平
浪
平
翁
記
念
会

第
２
回
役
員
会
を
開
催

　

小
平
浪
平
翁
記
念
会
（
大

川
吉
弘
会
長
）
で
は
、
12
月

４
日
、
当
所
に
お
い
て
第
２

回
役
員
会
を
開
催
し
、
16
名

が
出
席
さ
れ
た
。

　

会
議
は
、
大
川
会
長
が
議

長
と
な
り
、
小
平
浪
平
翁
生

誕
記
念
事
業
「
渋
沢
栄
一
記

念
館
等
視
察
研
修
」
開
催

（
案
）
つ
い
て
協
議
さ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

本
年
度
は
、
小
平
翁
の
顕

彰
活
動
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
先
進
的
な
取
組
み
を
実

施
す
る
渋
沢
栄
一
翁
の
顕
彰

活
動
を
学
び
、
更
な
る
当
会

の
発
展
を
目
的
に
、
関
係
施

設
の
見
学
、
並
び
に
関
係
者

と
の
意
見
交
換
を
、
令
和
６

年
１
月
15
日
に
実
施
す
る
。

入
会
の
ご
案
内

■
会
費
（
終
身
会
費
）

法
人
・
団
体
１
万
円
（※

）

個
人
事
業
主
５
千
円（※

）

個
人　

２
千
５
百
円

※

栃
木
商
工
会
議
所
会
員
は

50
％
減
免

【
入
会
・
問
い
合
わ
せ
先
】

小
平
浪
平
翁
記
念
会
事
務
局

℡
23-

３
１
３
１

部
会
開
催
報
告

決
算
書
・
確
定
申
告
書
作
成
相
談
会
の
ご
案
内

（
提
出
順
）

圓
城　

裕
和　

氏

え
ん
じ
ょ
う

ひ
ろ
か
ず

○
第
１
回
金
融
・
理
財
部
会
役
員
会
議

　

開
催
日　

12
月
19
日　

出
席
者　

７
名

協
議
事
項

・
令
和
５
年
度
実
施
事
業
に
つ
い
て
（
経
過
報
告
）

　

三
号
議
員
の
日
立
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
の
職
務
執
行
者
が
、
山

田
三
紀
夫
氏
か
ら
圓
城
裕
和
氏
に
12
月
12
日

付
で
変
更
と
な
っ
た
。

　

当
所
で
は
、
青
色
申
告
の
個
人
事
業
者
で
、
決
算
書
と
確

定
申
告
書
の
作
成
が
困
難
な
会
員
を
対
象
に
、
税
理
士
会
の

ご
協
力
を
得
て
低
廉
な
費
用
で
、
そ
の
作
成
を
代
行
す
る
相

談
会
を
以
下
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
事
前
の
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
15
日
（
木
）
９
時
か
ら
正
午

13
時
か
ら
16
時

■
場
所　

当
所
会
議
室

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】　

中
小
企
業
相
談
所

℡
23-

３
１
３
１

「
日
常
業
務
の
管
理
」

　
　
　
勉
強
会
を
開
催

「
日
常
業
務
の
管
理
」

　
　
　
勉
強
会
を
開
催

原　

裕
一　

氏

は
ら

ひ
ろ
か
ず

　

三
号
議
員
の
サ
ン
ト
リ
ー
㈱
梓
の
森
工
場

の
職
務
執
行
者
が
、
高
畑
健
一
氏
か
ら
原
裕

一
氏
に
１
月
１
日
付
で
変
更
と
な
っ
た
。

議
員
職
務
執
行
者
変
更
の
お
知
ら
せ
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今
年
で
17
回
目
を
迎
え
る
栃

木
の
雛
ま
つ
り
は
、
雛
人
形
の

展
示
と
併
せ
、
各
種
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
お
り
、

遊
べ
る
雛
ま
つ
り
と
し
て
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
次
の

の
通
り
で
す

　【
問
い
合
わ
せ
先
】

 

栃
木
市
商
店
会
連
合
会
事
務
局

 

℡
23-

３
１
３
１

※詳細は、会議所ニュース２月号にてご案内いたします。

■日　時：令和６年６月29日(土) 13：30～
■会　場：栃木商工会議所大ホール
■参加対象者
　企業：栃木市内の会員企業(概ね30歳までの若手社員）
　就職希望者：大学生・高校生・第２新卒者等

【問い合わせ先】
栃木市商工経済団体連絡協議会事務局
(栃木商工会議所内)
℡ 23-3131･E-mail tcci@tochigi-cci.or.jp

若手社員×就職希望者による
就活交流会 参加企業募集

　高校生・大学生等の就職希望者に、栃木市内企業
への就職を喚起することを目的に、就活交流会を開催
いたします。
　参加企業を募集いたしますので、ぜひご応募ください。

掲載対象企業

申 込 期 限 

申 込 方 法

初回掲載料

令和6年1月25日(木)

申込フォームURLまたは
QRコードよりお申し込み
ください
[申込フォームURL]
https://ws.formzu.net/dist/S84588248/
※栃木商工会議所ホームページの最新情報
　からのアクセスが簡単です

16,500円(税込み)
※2年目以降更新掲載料11,000円(税込み)

栃木市商工経済団体連絡協議会
構成団体の会員

栃木市企業ガイドブック(デジタル版)
※令和6年3月配信予定

　このたび、高校生・大学生等の就職希望者に向けた「栃木市企業ガイドブック(デジタル版)」を、制作する
ことになりました。これは、市内全域の企業を一堂に集め、企業の概要や魅力等の情報と職場内の写真や
採用状況、採用後の人材育成の内容を掲載いたします。求人票では見えにくい企業イメージを発信し、市内
企業への就職を喚起することを目的として制作いたします。
　つきましては、ご掲載いただける企業を募集いたしますのでお申し込みください。　

栃木市企業ガイドブック(デジタル版)掲載企業を募集します

http://bit.ly/3gRXpGd

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報

ガイドブック

令
和
５
年
度 

優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰
を
受
賞

　

11
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
「
令
和
５
年
度 

優
秀
施
工

者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰
式
典
」
に
お
い
て
、
当
所
会
員

の
２
事
業
所
２
名
が
優
秀
な
技
術
・
技
能
を
持
つ
建
設

技
能
者(

建
設
マ
ス
タ
ー)

に
選
出
さ
れ
た
。

　

建
設
マ
ス
タ
ー
は
、
建
設
現
場
に
お
い
て
工
事
施
工
に

直
接
従
事
し
、
卓
越
し
た
技
能
・
技
術
を
有
す
る
建
設

技
能
者
を
「
優
秀
施
工
者
」
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
顕

彰
す
る
も
の
。「
も
の
づ
く
り
」
に
携
わ
る
者
の
誇
り
と

意
欲
を
増
進
さ
せ
、
能
力
と
資
質
の
向
上
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
社
会
的
評
価
・
地
位
の
確
立
を
図
り
、

建
設
業
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
、
全
国
か
ら
４
５
９
名
が
受
賞
し
て
い
る
。

　

当
所
会
員
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
50
音
順
）

　

・
石
﨑
久
郎
様
（
㈱
石
﨑
組　

吹
上
町
）

　

・
渡
邉
知
寿
様
（
渡
邉
瓦
店　

川
原
田
町
）

栃木商工会議所・大平町商工会・藤岡町
商工会・都賀町商工会・西方商工会・
岩舟町商工会の会員

来
た
け
〜 

見
た
け
〜 

食
っ
た
け
〜

第
17
回 

あ
そ
雛
ま
つ
り
２
月
24
日(

土)

〜

　
　
　

３
月
３
日(

日)

週末の主なイベント情報
２月24日(土)

２月25日(日)

３月２日(土)

３月３日(日)

蔵なび ひなまつりコンサート

おひな様アカデミー 蔵の街☆忍者現る

十三参り 流し雛

あそ雛マルシェ　着物であそ雛まつり

 

専
門
家
相
談
会

◆
金
融
相
談
会

　

日　

時　
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電
子
帳
簿
保
存
法
「
電
子
取
引
」へ
対
応
は
お
済
み
で
す
か
？

https://w
w
w
.nta.go.jp/law

/
joho-zeikaishaku/sonota/jirei/
tokusetsu/index.htm

電
子
取
引
デ
ー
タ
保
存
の

要
件
と
は…
「蔵の街とちぎビジネスプランコンテスト2023 ～若手経営者との意見交換会～」を開催「蔵の街とちぎビジネスプランコンテスト2023 ～若手経営者との意見交換会～」を開催

　青年経営者会(笠原空也会長)では、12月７日、12月例会
「蔵の街とちぎビジネスプランコンテスト2023 ～若手経
営者との意見交換会～」を開催した。
　本例会は、栃木市主催の「蔵の街とちぎビジネスプラン
コンテスト2023」の応募者と同会メンバーが交流を図り、
事業や経営に対する心構え、今後のネットワーク形成を
目的に開催している。当日は、コンテスト応募者７名、
同会メンバー32名が出席した。
　はじめに、コンテスト応募者から自己紹介、並びに
ビジネスプランの概要説明がされた後、テーブルディス
カッションが行われた。コンテスト応募者が抱える不安
や悩みの相談に対し、先輩経営者としてのアドバイスを
するシーンなど、積極的な意見交換の場となった。その
後は交流会が行われ、コンテスト応募者と同会メンバー
の双方にとって充実した時間を過ごすことができた。
　青年経営者会では、こうした活動を通して、活力ある
事業者を増やし、引き続き、地域経済の活性化に取り
組んでいく。

研修委員会委員長　渡邉 知寿

笠原会長挨拶

参加者全員による集合写真

青年経営者会
12月例会
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～栃木税務署からのお知らせ～
所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を次のとおり開設いたします｡

会　場 栃木商工会議所大ホール(栃木市片柳町2丁目1番46号)

期　間
令和６年２月１６日(金)から３月１５日(金)まで
※土日・祝日を除く

時　間 相談受付：午前８時３０分から午後４時まで(相談開始：午前9時)

○確定申告会場の入場には、次の方法により発行される入場整理券が必要です。
①国税庁ＬＩＮＥ公式アカウントを通じたオンラインでの事前発行。
②当日配布（配布状況により、午後４時前であっても相談受付を終了する場合があります
　ので、オンラインでの入場整理券の事前発行をおすすめします。）

 
※確定申告会場では、スマホ申告を基本とした相談体制としております。
※マイナンバーカードを利用して申告する場合は、併せてパスワード(①数字４桁及び
　②英数字６～16桁)が分かるようにしてお越しください。
※必要書類が不足する場合には、確定申告ができません。事前に国税庁ホームページ
　などで必要書類をご確認の上、お越しください。
※２月15日以前は、栃木税務署庁舎内において、申告相談を行っております。
※本年より、確定申告会場においては、完成した申告書等(控)への収受日付印の押印は
　行いません( ｢申告書提出箱｣ のみ設置)。
　申告書等(控)に収受日付印の押印が必要な方は、郵便切手を貼付した返信用封筒を
　同封の上、郵送で提出してください。
　｢郵送先：〒328-8587 関東信越国税局業務センター栃木分室宛（住所の記載は不要）｣
※栃木商工会議所への直接のお問合せはご遠慮ください。

線
状
環
木
栃

市
野
下

小山市

栃木駅

栃木女子高

栃木
商業高

NTT

栃木銀行

栃木市役所

栃木駅から徒歩８分

税務署
Ｐ

確定申告会場
栃木商工会議所大ホール

国税庁LINE
公式アカウント

【問い合わせ先】栃木税務署　℡ 0282-22-0885(自動音声案内)
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　新年明けましておめでとうございます。
　謹んで初春のお慶びを申し上げます。
　旧年中は栃木商工会議所青年経営者会の諸活動に対し、
格別のご高配、ご厚情を賜り厚く御礼を申し上げます。
　さて、昨年を振り返ってみますと、５月に新型コロナ
ウイルス感染症が２類から５類に移行して以降、行動制
限が完全に撤廃され、外出機会の復活やインバウンド需
要の拡大のほか、各種イベントの再開など個人消費を喚
起する動きが活発化し、コロナ前の状況を取り戻しつつ
あります。
　一方で、原材料やエネルギー価格の高騰、人手不足
など中小・小規模事業者等にとって厳しい状況が続く中、
ロシア・ウクライナ情勢や中東での新たな紛争など、
海外情勢の緊迫度も増しており、今後の動向を慎重に
見極める必要があると思います。
　当会の活動においては、「Bonds of YEG ～絆の力で
新たな一歩を踏み出そう～」を令和５年度のスローガン
に掲げ、こうした難局を乗り越えるべく、会員はもと

より、地域や他団体との交流を活発に行ってまいり
ました。
　その中でも、８月に令和元年以来４年振りとなる
「蔵の街サマーフェスタ」を開催し、市内の学校や商工会
青年部、パフォーマンス団体、市民などが一体となり今
までにない盛り上がりを見せたことは、まさに“新たな
一歩”と感じております。
　また、11月例会に、他団体等と協力のもとイベントを
開催し、地域資源である太平山の魅力を発信しました。
太平山の歴史を学ぶ機会となり、改めて地域の誇りと
しての位置づけと地域愛を醸成することで地域の活性化
や振興を図ることができたと感じております。
　さらに、今年度は当会として初めて、政策提言活動に
取り組んでおります。年度当初から、政策提言に関する
セミナーを開催するとともに、課題抽出を行い、提言
事項を検討してまいりました。２月に行政に対して提言
を行う予定をしており、当会の“新たな一歩”に向けて、
引き続き取り組んでまいります。
　当会は、これからも同士たちと絆を深め、人や街を
元気にするような活動を積極的に行い、活力のある街
づくりを実現し、地域の経済的発展の支えとなるよう
一丸となって邁進していく所存です。
　結びに、本年も当会の活動に深いご理解とご協力を賜り
ますようお願いいたしますとともに、皆様にとりまして
飛躍の年となり、皆様の企業がますます発展されます
ことを心より祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。

新年のごあいさつ

会　長

　新年あけましておめでとうございます。
令和６年の新しい年を迎えられましたこと謹んでお慶び
申し上げます。
　平素は栃木商工会議所女性経営者会の活動に対し、
ひとかたならぬご厚情を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、３年にわたるコロナ禍
を乗り越え、地域でのイベントの開催や観光など、人の
動きが活発化し、経済活動が加速化してきたように感じ
ております。
　一方、中小・小規模事業者にとりましては、人手不足
や物価高騰の影響により、依然として厳しい状況が続
いている中、中東情勢の緊迫化が新たな社会的、経済的
不安となり、極めて予測困難な厳しい経営環境下におか
れております。
　そのような中、当会におきましては、昨年８月に創立
５周年を迎えることができました。これまでを振り返り
ますと、大規模な自然災害や新型コロナウイルス感染症
の蔓延等により怒涛の５年間ではありましたが、無事

この日を迎えられましたことはひとえに皆様のご支援
ご協力のおかげと感謝申し上げます。
　昨年６月に開催した創立５周年記念視察研修におき
ましては、100周年を迎えた日本商工会議所を訪問し、
商工会議所設立までの秘話やその後の変遷等について詳
しく知ることができ、当会としての果たす役割を改めて
見つめ直す良い機会となりました。
　また、継続事業として街中イベントにおける来場者の
方々へのおもてなし活動に加え、他女性会との交流の場
にも積極的に参加いたしました。関商女性連総会におい
ては群馬県前橋市へ赴き、各地の女性会の熱気とパワー
を感じ、士気が高まりました。また、一方で、市内商工
会女性部の皆様との交流会議を開催し、相互に刺激し
合いながら地域のため結束していくことを誓い合い
ました。
　今年は創立５周年記念事業の一環として、栃木市活性化
の一助となればと、２月６日にダイアモンド✡ユカイ氏
によるトーク＆ライブを予定しております。記念の年を
盛大に祝すべく準備を進めておりますので、是非多くの
皆様にお越しいただきたいと思います。
　今後は新たなステージに向け、地域活性並びに社会
貢献のため活動してまいりますので、皆様のより一層の
ご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、皆様の益々のご繁栄とご多幸をお祈り申し
上げまして、新年のご挨拶といたします。

新年のごあいさつ
栃木商工会議所
女 性 経 営 者 会

会　長 堀　　惠子

栃木商工会議所
青 年 経 営 者 会

笠原　空也


